
市議会の役割

議会は、市民から直接選挙で選ばれた議員で構成され、市民に代わってその声を市政に反映

するところで、市の意思を決定する議決機関です。

また、執行機関である市長に対し民主的な批判と牽制を行うため、市長の出席・説明を求め、

これに対して意見を述べ、市長の行為に同意を与え、事務の管理、執行及び出納を検査し、市

の事務を調査する等各種の権限が与えられています。

議員の数は、市議会の条例で２８人としていて、任期は 4年です。

■議会の権限

議会には、法律によっていろいろな権限が与えられています。その主なものは、次のとおりです。

○議決権

議員や市長から提出された条例の制定･改廃、予算の決定、決算の認定、市の条例で定

められた重要な契約などの議案を審議し、その可否を決定する「議決」を行います。

主なもの

１．条例の制定又は改廃すること。

２．予算の決定及び決算を認定すること。

３．条例で定める契約を締結すること。

４．地方税の賦課徴収、使用料、手数料の徴収に関すること。

５．財産の交換や信託及び条例で定める財産の取得又は処分すること。

６．条例で定める重要な公の施設で、長期及び独占的な使用に関すること。

７．負担付きの寄附や贈与を受けること。

８．副市長・教育委員・監査委員などの選任に関すること。

＊予算については、議会に予算案を提出する権利はありません。

○調査権･検査権

市政運営が議会で議決したとおりに行われているかどうか、事務･事業の内容について調

査し、検査する権限で、必要に応じて執行機関に報告を求め、関係のある人に議会に来

てもらって説明や意見を聞いたりします。

○選挙権

議長、副議長のほか、選挙管理委員などの選挙を行います。

○同意権

副市長、監査委員、教育委員など、市の重要な人事については、市長が選任や任命をす

る前に、議会の同意が必要となります。

○請願･陳情の受理権

市民のみなさんの要望などを「請願」や「陳情」の形で受理し、慎重に審査した後、適

当なものについては市政運営に反映するよう努めています。

○意見書の提出権

市民の利益になることで、市だけでは解決できないことについて、議会の意思を「意見

書」としてまとめ、国などの関係行政庁に提出します。
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■定例会と臨時会

市議会には定例会と臨時会の２種類があります。

○定例会

定例会の開催は条例で定められており、毎年３月、６月、９月、１２月の４回、定期的

に開かれます。

○臨時会

急いで決めなければならない問題が発生したときや特定の事項に限って招集される議会

で、必要に応じて随時開かれます。 臨時会では、議員の一般質問はできないことになっ

ています。

■本会議

本会議とは、定例会･臨時会において、全議員で案件を審議する会議のことです。議会の権能

は本議会にのみ認められており、法律上要求される議決、同意、決定、承認、採択等は、この

本会議で行われなければ、法的な効力は生じません。

■委員会

本会議に対して、委員会があります。委員会は一部の議員で組織する議会内部の機関であり、

広範多岐にわたり複雑化した案件について、本会議では時間的問題等から十分に審議できない

ため、委員会で審査し、その結果をもとに本会議で最終の採択をします。

委員会には、行政部門別にその所管の案件を審査･調査する『常任委員会』と、議会の運営を

円滑に行うための協議･調整機関である『議会運営委員会』があります。

その他に、常任委員会と異なり特定の案件を審査するために必要に応じて設置される『特別委

員会』があります。市議会では、３常任委員会及び議会運営委員会を設置しています。

なお、議員は、必ず常任委員会に所属することになっています。

■請願・陳情

請願は憲法により保障された住民の権利です。

請願・陳情を市議会に提出するときは、邦文を用いて、請願の趣旨、提出年月日、請願者の住

所及び氏名（法人の場合には、その名称及び代表者の氏名）を記載し、請願者が押印しなけれ

ばなりません。

請願書には、表紙に紹介議員の署名または記名押印をしなければなりませんが、陳情書には必

要ありません。

■議決機関と執行機関

議決機関である市議会と市長などの執行機関は、全く対等な立場で、お互いに尊重し合い、

協力し合いながら運営されています。

＊

＊ 議決機関と執行機関は、互いに独立・

対等の立場にあり、チェック・アンド・

バランスの関係にあることから‘車輪

の両輪’に例えられます。


